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セットアップ 


本装置をお使いになれるまでの手順について説明します。 

設置 （22 ページ） 

本装置の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手順について説明します。 

接続 （39 ページ） 

前面のコネクタへの接続じついて説明します。 

電源の ON (41 ぺージ） 

システムの電源を正しく ON にできることを確認します。 

Linux のセットアップ （42 ページ） 

Linux で運用する場合のシステムのセツトアップの方まじついて説明しています。 


本書の中で光ディスクドライブやフ□、ソピーディスクを使用した説明 
が記載されていますが、本製品は標準構成で光ディスクドライブやフ 
□、ソピーディスクドライブを内蔵していません。 

オプションの US 目フ□、ソピーディスクドライブを使用してください。 


0NL-510-008-04-iR 11 0a 1 H-000-02-0907 
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設置 

本体の設置と接続について説明します。 


ラックの設置 


本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


瓜池 V 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
るまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定 m がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

A A 

• 

1人で搬送•設置をしない 

参 

荷重び集中してしまうような設置はしない 

Q 

参 

1人で部品の取り付けをしない 

参 

ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 

参 

複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


参 

定格電源を越える配線をしない 


参 

腐食性ガスの発生する環境で使用または保管しない 


次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、ぶ蔵庫などのおく）。 

• 強い振動の発生する場所。 
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• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所 
(万一、 ご使用の環境でこのような疑いがある場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社へごネ目談ください）。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく （電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 



ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だつたりずると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によつて上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10 で〜3已で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中に 
ラック内部の温度び保証節囲を超えないよララック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックか6の取りかし 


本装置をラックに取りがけます用が J 外し手順についても説明しています)。 

複数台のサーバをラ、ソクじ載せる場合の条件や搭載時のを意事項に関しては、 NEC の Web サ 
イト rhttp://www.nec.co.jp/p「oducts/pcse「ve「/」 を参照してください。 



警告 


AC\) 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定 m がの場所で使用しない 


A ミ主意 

瓜爪 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

瓜爪 

• 1人で搬送•設置をしない 

• カバーをがしたまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

Q 
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取り付け部品の確認 

ラックへの取り付けには N8143-74 ワンタッチレールが必要です。 
N8143-74 ワンタッチレールの構成品を確認してください。 


項番 

品名 

指定 

数量 

1 

ワンタッチレール取扱説明書 

856-に8103-001 

1 

2 

ワンタッチレール 

- 

2 

3 

ネジ 

- 

8 

4 

取り外し金具 

— 

1 




4 


ワンタッチ レール 
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取り付け手順 

本装置は弊せ製および他社ラックに取りがけることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


インナーレールの取り付け（前面実装） 

前面実装ではラックの前面、または背面のいずれかに設置することができます。 



両面実装をする場合はインナーレールの取り付け（両面実装） （28 ぺージ）を 
参照してください。 


参インナーレールの取り外し 


レールアセンブリの 「F」 の刻巧のある 
側から、インナーレールを□ック解除 
ボタンを押しながら、ゆっくりと取り 
外します（図はち側を示していますが、 
左側も同様に取り外してください)。 





• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ ' C — やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 
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• インナーレールの取り付け 

装置の側面にインナーレールをネジ4本（左ちを2本ずつ）で取り付けます。 



インナーレールを装置のじ(下の位置に取り付けてください。下図はち側のイラストです 
が、反対側ち同じ位置に取り付けてください。 


ネジ位置 



装置 



背面 
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インナーレールの取り付け（両面実装) 



前面実装をする場合はインナーレールの取り付け（前面実装） （ 26 ぺージ）を 
参照してください。 


参インナーレールの取り外し 


レールアセンブリの 「F」 の刻巧のある 
側から、インナーレールを□ック解除 
ボタンを押しながらゆっくりと取り外 
します。 

反対側のインナーレールも同様に取り 
外します（図はち側を示していますが、 
左側も同様に取り外してください)。 





• レールアセンブリは、取りがしたインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ く一やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 
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• インナーレールの取り付け 

装置の側面にインナーレールをネジ4本（左ちを2本ずつ）で取り付けます。 



取りがけるラックのサイズにより、インナーレールの取り付け位置を調整してください 
(下記の表は推奨位置です。お客様の設置条件により取り付け位置を調整してください）。 


項番 

ラックのマウントアングル間隔 

0 

790 mm 

A 1 

740 mm 。 

- 789 mm 

A 2 

706 mm 。 

- 739 mm 

A 3 

672 mm 。 

ー マ0己 mm 

A 4 

638 mm 。 

- 671 mm 

A 5 

620 mm 。 

- 637 mm 



- マウントアングル闇隔[0」 （790mnn ) の場合 


ネジ位置 



装置 



背面 


























マウントアングル闇隔 [ A 1 J (740 mm -789 mm ) の場合 



マウントアングル間隔 [A2J (706mm-739mm ) の場合 



マウントアングル間隔[A3」 （672mm 〜705 mm ) の場合 



マウントアングル間隔 [A4J (638mm 〜671 mm ) の場合 
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- マウントアングル闇隔 [A5J (620mm-637mm ) の場合 



冷却キットの位置決め 

冷却羊、ソトの位置を調整します。 


w "0 • 両面実装の際は必ず冷却キットの位置を調整してください。冷却キット 

置 a を正しい位置にセットしていないと、故障や人体事故、乂災、周囲の機 

器の損傷を引き起こす原因となることびあります。 

• 冷却キットは取りがしできません。於降の説明を参考に調整してくださ 
い。 

• 冷却キットの位置ミ夫め後は、□ックび確実にかかっていることを確認し 
て < ださい。 


アウターレールを完全に延ばし、中央のパネを押さえながらぶ却キットをスライドさせ 
てください。 


ぶ却キット 




中央のバネ部を押さえる 



































使用するラックサイズに合わせて位置を調整してください。 

ぶ却羊、ソトの調整位置はレールアセンブリの裏側に刻印されています。 



項番 

ラックのマウントアングル 間隔 

B 1 

片面実装時のを却キット調整位置 

0 

790 mm 

A 1 

740 mm 〜 789 mm 

A 2 

706 mm 〜7 39 mm 

A 3 

672 mm 〜705 mm 

A 4 

638 mm 〜 671 mm 

A 5 

620 mm 〜 637 mm 


背面 



冷却キットの前面側の線とレール 
アセンブリの刻目 P 線を合わせる 
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レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリの四角い突起を、 「F」 
の刻巧のある側を前面じしてラックの 
角穴に入れて取り付けます。この時に 
「カチ、ソ」と音がして、□ックされたこ 
とを確認してください。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）ち同 
様に取りがけてください。 

もう一方のレールを取りがける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





• 前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 

• 両面実装の場合は冷却キットをレールアセンブリの正しい位置に調整し 
た後、レールアセンブリの取り付けを行ってください。 



レールアセンブリが確実に□ックされて脱落しないことを確認してください。 

区エック I 
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本装置の取り付け 

次の手順で本装置をラックに取りがけます。 

ここではラック前面側に取りがける場合について説明しますが、ラック背面側に取りが 
ける場合も取り付け方法は同じです。 


A を意 

A A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

/み/^ 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 

Q 

明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 指を挟まない 


1. レールアセンブリのベアリング部 
材が手前 （「 F 」 の刻印のある側） 
の位置で固定されていることを確 
認してください。 


2. 2人上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取りがけたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆつ 
くりと静かに押し a みます。 


完全に装置を押し) A むと装置前面 
の□ックがかかり装置を固定でき 
ます。この時に「カチ、ソ」と音が 
して、□、ソクされたことを確認し 
てください 



ラック前面側 



• レノ やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 
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^ ラック内の他装置と麟接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置 
民エック I の屋体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、 
他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り付け直してくださ 
い。 
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取り外し手順 

次の手順で本装置をラ、ソクから取り外します。 

ここではラック前面側に取り付けられている本装置を取り外す場合について説明しますが、 
ラック背面側に取り付けられている場合ち取り外し方法は同じです。 



警告 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 


A ミ主意 


A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


本装置の取り外し 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. 本装置前面の左ちにある□ツク解除ボタ 
ンを押しながら本装置をゆっくりと静か 
にラックから引さ出す。 


ボタンを押ずと□ック 
が解除できます。 
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3. 本装置をゆっくりと静かにラック 
から引さ出し、しっかりと持って 
ラックから取り外す。 



• 装置を引き出したが態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれがあり、を険です。 

• 複数名で装置の底面を支えなび5ゆっくりと引き出してください。 

• レバーやレールで指を挟まないよう十分を意してください。 

• 取りがしの勵ま、ちちのつまみを確認しなび5、ゆっくりと取りがして 
<ださい。 


レールアセンブリの取り外し 

レールアセンブリを取り外す場合はレ 
バーを押しながらレールを矢巧方向に 
引いて外してください。 



レバー 
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• 取り外し金具を使用した取り外し 
1 . 角穴に取り外し金具を差し込む。 



2. 取り外し金具の先端部分がレバー 
に当たっていることを確認し、外 
側へ力を加える。 

てこの原理で力を力□えます。 
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接続 

接続は周辺機器、電源コードの順番です。 


周巧機巧との接続 


本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの 
図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続して 
から添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


wO 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人が死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

めれた手で電源プラグを持たない 
アース線をガス管につながない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定似がのコンセントに差し込まない 

AA 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定似がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 


参 
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シリアルインタフェース 



*1 専用回線へ直接接続することはできません。 

*2 電源コードは、 15 AJ ： J 下のサーキットブレーカに接続してください。 



• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON のが態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフ王ースケーブルを接続ずる場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることを 
あ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用でをないものびあります。 

• シリアルポートには、に 0 M 2」 び割り当て5れております。 

0 S び Linux の場 S ま 、 "ttySr (Serial Port B ) を指定してくださし、。 

• 本装置では、シリアルポートを経由した電源制御を行うことびできませ 
ん/。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできませ 
ん/。 

• 回線に接続ずる場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルびか5 
まないよう固定してください。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラ 
フオーミングして < ださい。 

• LAN ケーブルをがす際は、コネクタび引つかかることびあるため水平に 
引さ出すよラにして < ださい。 
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電源の ON 

システムの電源が ON じなることを確認します。 


POWER スイッチを巧ず 


周辺機器の電源を ON じした後、本体前面にある POWER スイッチを押します。スイッチを押 
すと前面の POWER ランプが点なし 、 POST ( Power-On Self - Test ) を開始します。ディスプ 
レイには POST 中の処理の内容が表示されます。 


w "0 POWER スイッチを}甲す腳ホ、ペンの先のような硬く尖ったもので強く}甲さな 
し巧ください。 POWER スイッチを強く巧しずざるとスイッチ部分び勁こ引っ 
かかり、巧されたままのが態になることびありまず。もしこのような状態に 
なってしまつた場合は、ペン先等でスイツチを元の位置に戻してください。 



POST (PowerOn Self - Test ) は本装置の自己診断機能です。 

POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 DIMM 、 プ□セ、ソサ、 
车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中じを種の BIOS セットアッ 
プユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

POST に関する説明については1章の POST のチェック （17 ぺージ）を参照してください。 
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Linux のセットアップ 


A — ドウエアのセットアップ完了後、 Linux(「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 または 
「Red Hat Enterprise Linux ES 4」 ） のインストールを行います。 


セットアップを始める前に-購入時のが態について- 


セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本装置の八ードウエア構成(八ードディスクのパーティシヨンサイズも含む)や八ードディス 
クにインストールされているソフトウエアの構成は、購入時のお客様によるオーダーによって 
異なります。下國は、目 TO (工場組み込み化荷)を指定して購入された場合の、標準的な本装置 
のハードディスク構成について図解しています。 



八ードデイスクドライブ 


Linux Recovery 

パーテイシヨン（約 5 GB ) (タイプ vfat ) 

空きエリア 


Red Hat Enterprise Linux 5 Server 、 
Red Hat Enterprise Linux ES 4 


Linux Recovery パーティシヨンについて 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスク のに0 フォーマツトイメージファ 
イル 等、 Linux の シームレスセットアップで 必要となる モジュールが 格納されます。 
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BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定 

目 TO (工場組み込み化荷)を指定して購入された本装置の八ードディスクは、お客様がすぐに使 
えるようにパーティションの設をから、 0 S 、 を種アプリケーションなどがすべてインストー 
ルされています。 

Linux サービスセットに添付される「初期設をおよび関連情報について」を参照し、 Linux の初 
期導入設をを行って<ださい。 


再セットアップ ( Linux ヴービスセットを購入された場合） 

添付の rEXPRESSBULDERJ DVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレ 
スセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID システムの構 
築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は簡易 
的な操作で BTO (工場組み込み化荷)時の状態に復元することができます。 


未インストールか5のセットアップ•再セットアップ 

Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux がホインストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために BTO (工場 
組み込み化荷）時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、忙 XPRESSBUILDER」DVD 
に格納されているオンラインド羊ュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」ユーティリティを使ってインストールしま 
す。「シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購入されたお客様向けに提供す 
る Linux 簡易インス! -- ラのことです。 「 EXPRESSBULDER 」 DVD を使用し、 RAID システム 
の構築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は 
簡易的な操作でインストールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み込み化荷状 
態に復元されますが、パーティションや root パスワードの設定の変更、およびインストールす 
るアプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインストール後 、 「pm 
コマンド、またはパッケージマネージャで追力□および削除が巧能です。パーティション構成の 
変更などを行うために 0 S を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。 


シームレスセットアップを実施する前に、必ず^；、要なデータのバックアップを 
BM とつてください。 



• シームレスセットアップでは、各 0 S 用にドライバディスクを作成する 
必要があります。別途ドライバディスク用に空きフロッピーディスクを 
1枚ご用意ください。 

• シームレスセットアップでは、 保存した パラメータファイルを 使用した 
り、セットアップに 必要な パラメー タを パラメータファイルとしてフ 

ロッピーディスクに保存することができます。別途パラメータファイル 
用に1 . 44 MB フォーマット済み空きフロッピーディスクを1おご用意くだ 
さし、。 

• 別途 USB フロッピーディスクドライブをご用意くださし、。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


ディストリビューシヨンについて 

シームレスセットアップでは、じ(下のディストリビューションに対応しています。 
購入されている Linux サービスセットのディストリビューションを選択できます。 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 


巨 lOS の設定について 

Linux をインストールする前に八ードウエアの BIOS 設をを確認してください。 

60ぺージの r システム目 IOS に ETUP ) のセツトアップ」を参照して必要な設定を行ってください。 


ま意ずべき八ードウエア構成について 

• Linux システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の八一 
ドディスクドライブを接続する場合は、 Linux をインストールした後に接続してくださ 
い。 

• オプションの RAID コント□ーラに論理ドライブが作成された八ードディスクドライブ 
が接続されている場合、論理ドライブが作成された八ードディスクドライブを取り外し 
てインストールを実施してください。 

• 本装置の購入後にオプションの追力□接続を行っている場合は、目 TO (工場組み込み化荷） 
時の状態に戻してインストールを実施してください。 

• Linux OS が起動する八ードディスクドライブおよび論理ドライブ（ V "および "/ boot " 
を配置するドライブ）じ、2,097,152 MB (2 TB ) じ(上の容量の八ードディスクドライブ 
を使用することはできません。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 


EXPRESSBUILDER 


step II 色 !} ♦ 

ィ占'-ぞ进巧して、 r ホへ J ボタン如して化■さし、 

■RA のな萬が S をインストールする巧合は、「シ- 
■巧実をが了する巧さは' 化- 一 


••ームレスたットアッブぞ実巧するパ 
敞了する J ぞ涅的してくださし、 


广 Window* 用 OEM-D 站ぞ巧ぶする 
广 Li«ax 巧ドライバディスク対械する 

广 Linux RecoveiyJ {ーテイシ3ンを巧ぶする (Linox サービス t ツト巧） 
广 RAID の二!ンフイヴレー:^ン巧郁をたーブ正]—ドする 
广 E2PRES 巧口 ILDE 田こドライバを口ードする 


つ次へ 



Linux 用ドライバディスクの作成 


バラメータの□-ド （ Step 2) 


□-ドずる 


□-ドしない（フ□ッピーディスクなしの場合も含む） 

か 


OS の選択 （steps) 


巧へ 

♦ 

RAID の設定 ( Step 4) 


巧へ 


巧へ 


Linux の詳細設定 （ steps 〜 Step 9) 


次へ 

か 


巧へ 

♦ 

パラメータのセーブ （step10) 


巧へ 

か 


セーブずる 


セーブしない（フ□ッピーディスクなしの場をも含む） 


自動インストールの開始 （ Stepl 1 ) 


巧 


実行する 


RAID システムのコンフイグレーシヨン>1 


CD / DVD か5の 


A — ドディスクドライブか5の ノトドディスクドライブか目の 

インストール（既巧の Linux インス I ル (Linux Recovery ハ,スト—ル 

Recovery ； '[—ティシヨンを使用 ） J くーティシヨンを新規作成） 


み 


インス I -- ル用/ (-テイシヨンの作成で 


み 


インス!■'ールディスク1枚目のセット•コピ ー 


インストールディスク2枚目 L ソ降の 
セット.コピー 


CD / DVD . フ□ッピーディスクを取り出ず 


再起動を、ドライバディスクのセット•適用 


Linux のインス I ル*3 


V 


み 


再起動後、インストール終了 


み 


*1RAID の設定 (Step4) で論理ドライブを設定した場合、このフエーズび 
実行されます。 

*2 - J \- ドディスクドライブか5のインスIルでは Linux Recovery 
パーティシヨンを作成します（インストール後も残ります）。 

- CD/DVD か5のインス! -- ルでは、作業用パーティシヨンを作成 
します（インス!ル中に削除されます）。 

*3 Linux 標準インスIラによるインスIルび進行します。 

メッセージに従って、インス!ルディスクまたは 「EXPRESSBUILDER」 
DVD をセツトしたり、パーテイシヨンの手動設定を行ってください。 


J :入力や選択が必要な作業 
] :自動のに作業が進む内容 
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セットアップの手順 

Linux のインストールを行うには ]: i 下のインス I -ール対象の 0S のインストールディスクが必 
要です。「八ードディスクからのインス I ル」を選択し、既存の Linux Recovery パーティシヨ 
ンを使用してインストールする場合は、インストールディスクは不要です。 

• Red Hat Enterprise Linux 5.2 Server (x86) Install Disc 1 〜 5 
または、 Red Hat Enterprise Linux 5.2 Server (x86) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux 5.2 Server 作 M64T) Install Disc 1 〜 6 
または、 Red Hat Enterprise Linux 5.2 Server (EM64T) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 (x86) Install Disc 1 〜 5 
または、 Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 (x86) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 (EM64T) Install Disc 1 〜 5 
または、 Red Hat Enterprise Linux ES 4.7 (EM64T) Install DVD 



• 必要に応じインストールディスクを作成してください。インストール 

ディスクの作成方法は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されている 
オンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」または 「 Red Hat Enterprise Linux 4イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

参 「 Red Hat Enterprise Linux 5 Server」 、「 Red Hat Enterprise Linux ES 4」 
用の 「 Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストール 
ディスクを作成する必要はありません。 


W 下に、 シームレスセッ ト アップの 手順を説明します。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にしてください。 

2. 本装置に接続した光ディスクドライプに 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセットしてく 
ださい。 

3. DVD をセットしたら、リセットする(く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す)か、電 
源を日 FF / 日 N して本装置を再起動してください。 


DVD から EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

下のメニューが表示されたら 、 rOs installation *** default ***」を選択してくださ 
い。ここで選択しない場合は、自動でシームレスセットアップの流れに進みます。 
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4. トップメニューが表示されます。 

「シームレスセットアップを実行する」を選択し、[次へ]をクリックしてください。 



日.[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 

パラメータを□ー ドする場合は「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータ 
の入ったフ □、ソ ピーディスクをセットしてパラメータファイルのパスを入力してく 
ださい。パラメータの□ー ド後、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータを□ー ドしない場合やフ □、ソ ピーディスクドライブが接続されていない 
場合は、「パラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step j 芭 - i .’. p 外 ► r •ぶ卡 F 吗 I* 


バラバー5をロードする巧をは、パ .. 

バラメー 5ファイルのバスを入力してください • 

バラパー5を□ードしない巧をは、 r パラメー5!を□—ド UC い J を度巧してくだみ、 • 

ロッピー；イスウドライフが巧巧されてしぶい巧をは r バライー2を□ードしない J を法化してくだみ、* 


で、 r バラパー巧をロードする J を这巧し、 




•る巧 巧ホ〜 麼)スキッがる 


Linux サービスセット用のパラメータは、「スキップする」機能には対応してい 
Ifi ック] ません。 


6. [0S の選択]画面が表示されます。 


rUnux をインストールする tinux サービスセット用)」を選択し、[次へ]をクリックし 
てください。 
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7. [RAID の設定]画面が表示されます。 

設を内容を確認し、修正が必要な場合は r 次の設をで論理ドライブを作成する」を選 
択し、パラメータを設定してから、[次へ]をクリックしてください。 

RAID コント□ーラを使用していない場合や、既存の論理ドライブをそのまま使用す 
る場合は、「論理ドライブの作成をス车、ソプする」を選択し、[次へ]をクリックして 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


な eppv P す " ri, 


i ががライブを巧巧します， 

RAID〕 ントローラをな用していない«を、およぴ、すでに巧巧されている說巧ドライフをな用する«合は、スキッフモ这巧し、巧へ法んでくだみ、 
なお、説理ドライブの作巧には、同お S の伤巧デバイスしか巧巧できまだん* 



巧巧されてレるをみ巧5:バイスのを巧 
な巧ドライフを巧ぶする巧巧5=バイスの台を 
RAID レベル 

ホットスペアに巧をされる巧巧バイスの台み 
巧巧しない巧这デバイスのち致 


iJD ホへ 


巧 T。 


8. [ディストリビューションの指定]画面が表示されます。 

インストールするディストリビューションをリストから選択してください。 

「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 を選択すると、インストール番号の入力 
フォームが表示されますので 、 「Red Hat Enterprise Linux 5」のインストール番号 
を入力してください。インストール番号の入力を省略した場合、サブスクリプシヨ 
ンに含まれている全パッケージグループにアクセスできない場合があります。 



r Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインストール番号の詳細については、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメントの 「Red 
Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してくださし、0 


次に、シームレスセットアップ•インストールキーを入力してください。シームレ 
スセットアップ-インストール丰一は 、 Linux サービスセットに同捆されている「は 
じめにお読みください」に記載されています。シームレスセットアップ•インス I -一 
ル车一の入力後、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


AA Tl トップ 1 パラメータ 11 os のか R HRAItXD Hi テ•イストリ I ■インスト -A 

Step J た 一;… 1 。。う … IJ 心;… |]1 化 4 卡 I ミ養で 卡 


シームレスセットアツフ’インストールキーは、 Linw サービスセットに同巧されている r はじめにお IS みくだみVIに i 己巧されています， 


量ち： RedH«En«rpri«Linu ぶイン；かールする巧合は、サフスウリプシヨンのこ巧めもお妄です* 



田みへ 


'ご TOP へ 


デフ♦ルトへ R す 
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Linux サービスセット について 

「Linux サービスセット」は 、 Linux (ディストリビューション)とサポートサービスな 
どを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお使いいただけ 
るようにする製品です。システムの運用性-信頼性向上とシステム管理者の負荷輕 
減の実現のために、下記のを種機能やサービスを提供しています。 

-設定時や障害時の問題解巧を支援するサポートサービス 
-導入時の作業時闇を大幅に削減する BT 0 インストール化荷 

- 化荷対象の全ての 0 S • サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ムして 
運用していただける環境を提供 

-製品化荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報-アップデート 
手順を提供 

-障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
rUnux サービスセット」の詳細については、じ(下の Web サイトをご覧ください。 

http://www . nec . co . jp / linux / linux - os / 

9. [インス I-ール方法の 選択] 画面が表示されます。 


「八ードディスクからのインス I -- ル」または rCD / DVD からのインストール」を選択 
し、[次へ]をクリックしてください。 

10. [パーティション-パッケージの設定]画面が表示されます。 

パーティションの設定は、 「 BTO (工場組み込み化荷)時パターン1〜3」、 r 手動で設定 
する」から選択してください。 swap パーティションのサイズを変更する場合は、 r 搭 
載メモリから算化する」、 「 BT 0 時の設定にする」、「サイズを指定する」から選択し 
てください。設を完了後、[次へ]をクリックしてください。 

パッケージの選択は BT 0 (工場組み a み化荷)時の構成と同様になります。 


EXPRE な BUILDER 


step 隨|*|1?||*|到|*|辦|*|!鮮 

こ巧を、シームレスセットアッフ刷を巧、 Linux の《巧インスト—ラで旧別Iこ里まする化ちがあります • 
なお、 …ザ バーティシヨンのサイスは、インストレーシヨンサブリパントガイドIこ記巧されているな出なの括巧をま示していまず. 
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パッケージの選が画面で「こちら」をクリックすると、 BTO (工場組み込み出荷) 
時のパッケージー覧が表示されます。 BTO (工場組み込み出荷)時のパーティシヨ 
ン設をおよびパッケージグループの詳細については 、「 EXPRESSBUILDERJ 
DVD に格納されているオンラインドキュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 
Server インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise 
Linux 4 インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 
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Red Hat Enterprise Linux 5 Serve のインスト'—ル時し選巧できるィ 、ツ勺'' —ジヴル'—ブは Jil 
下のとおりです。 

ムツ下の表中の✓巧は 、 BTO (工場組み込み出荷)時わよびシームレス它ットァッブ時に選 
巧しているィ <;ッケージグルーブです。 

•本装置では、 Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform の BTO およ U シームレス t ツトアツ；?には巧応し 
ておりません运考懈居として記栽してしなす)。 
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11. [その他のインス!-ール設定]画面が表示されます。 

「〇饥パスワードを入力してください。「〇饥パスワードは、6文字じ(上127文字じ(下で 
設ちします。「〇饥パスワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。 

12. [追加アプリケーシヨンの指定]画面が表示されます。 

必要なアプリケーションを選択し、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step JS ^ i , IF ., 胸 1*1 带 i » I ! 鮮 

シームレスセ•ホアップ時にインストールするアプリケーシ 3 ンを巧をしまず， 

なか UniwwIRAID 山 ilityli 化すチェッウしてくだみパ RAID システム巧 ji の巧をのみインストールされます） • 

アフリケーシヨン巧巧- 


♦7 ウスポインタをアフリク >シ3ンをIこをなさだると、アフリク >シ3ンのな明が去示されます， 


LmtuJ 由 ESMPRO/ServerAgefit 

ESMPRO/ScrverAoentli. 7ネージャ巧能を巧巧ずる ESMPRO/S«rverMinMw とともに巧用しサーバ 
I、子が巧巧、はまち巧巧能を巧がします， 

ス3巧サーヒスは、サーバ"ードウエアのアラームがまの那巧)を白巧的に巧化しイン 
，公ホ回巧によってち巧センターに ii 巧、巧守巧ぶからお客なへこ ii 巧するヴーピスを受 


"づデフ♦ルトへ興す 


W "0 Universal RAID リが1け乂は^：、ず選択してください （ RAID システム構成の場合 
のみインストールされます）。 



マウスポインタをアプリケーシヨン名に移動させると、アプリケーシヨンの説 
明が表示されます。 
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13. [パラメータのセーブ]画面が表示されます。 

パラメータをセーブする場合は r パラメータをセーブする」を選択し、 1.44 MB 
フォーマット済みのフ□、ソピーディスクをセットした後、ファイルををボックスへ 
入力し、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータをセーブしない場合は r パラメータをセーブしない」を選択し、[次へ]を 
クリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


ぶ,、.-ゎシヨン T その拍の で A 化 77. リ II ■バ ライー马 ■自 》イン 

Step IJ なな ;'II | お卜ず II II お r II 11 卜だづ ]|*| るみ 1 


"ラパー幻ファイルをセーフしない巧合は、["ライー9をセーブしなモ法巧してください • 

〜*RAM ドライブ、 Window* RE バーテイシ3ン、およびシステムドライブにファイルを巧なすることはできません* 


f バラ乂^夕をセーフしなし、 



•るし—1 ) 次へ ... パ 0 P へ 


14. [自動インス!-ールの開始]画面が表示されます。 

インス I -ールに必要なインス I -ールディスクを準備し、[実行する]をクリックして 
ください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


テイシヨン IT ) その化の 11) 追加77リ T バラメータ 

" 山なをで’ I' Ite ゎの I'‘ JI の … 



インストールをま巧するには、な下のパ5：イアがおちでず， 

► 1.44MB フオ ー7 •ホ巧み空まフロッピーディスク （Linux 用ドライバデイスウ） 

► EXPRESSBUILDER DVD 
►インストールディスク 



•る ( 


ろ 



インストールする OS もしくはインストール方法によって、表示される画面の 
内容は異なります。 
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1日.手順7で RAID を設定した場合は、 [RAID の構築]画面が表示されます。 RAID の構 
築が完了後、 [Linux 日 S インストールの準備画面に移り、 Linux 用ドライバディス 
クの作成を促すメッセージが表示されます。 

Linux 用ドライバディスクを作成する場合は、[はい]をクリックしてください。 

Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は、[いいえ]をクリックして、手順16に 
進んで < ださい。 



〇 


インストールには、 Linux 吊ドライバ；ィスウが也まです。 

Linu ぷドうイパ；ィスウをホがするじは[はい]を巧してくださ 
い 

巧に Linu ぶドライバ；イスクを作服百みの場をはいいえ]を巧 
してください。 



フ □、ソ ピーディスクを要求するメッセージが表示されます。空のフ □、ソ ピーディス 
クをセットして、 [0 K ] をクリックしてください。 

Linux 用ドライバディスクが作成されます。 


ぶ! 


み 


「 Red Hat E ncerp rise Li n uk 5_2 5 trver {k 日日] 用ドつ イバ 了イ スウ 
7ロッビー5=イスウドうイブ1=7ロッビー5=イスウを巧入してくだ 




画面に表示されたタイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおく 
と、後々の管理が容易です。 
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16. Linux のインス!ル準備を進めます。 

[「A— ドディスクからのインストール」を選択した場合] 

八ードディスク上の既存の Linux Recovery パーティシヨンからインス I —ルずる 
場合は、手順18に進みます。 

八ードディスク上に、インス I ルするディストリビューシヨンに対応した Linux 
Recovery パーティシヨンが存在しない場合は 、 Linux Recovery パーティシヨンを 
新規に作成するために手順171こ進みます。 

[に D/DVD からのインスIル」を選択した場合] 

手順17じ進みます。 

17. Linux のインスI-ールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。 

[「八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

インス I ルするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクをセツ 
卜 し、 [0 K ] をクリックしてください。 

メッセージに従って、2枚目じ(降のインストールディスクを入れ替えてくださし、 
Linux Recovery パーティシヨンが作成されます。 


团 


ぶ] 


〇 


な下のインストールミィスウがぶ更です. 

インストール f ィスウの]ピー C に ロイパージ化）にかかる時間 
は、 CD 1 けあたりの 7 み、 DVD 1 けあたりり 1 が- 2 口 かです。 

Rtd Hat EnDrrpriac Linus 5_2 Server 卜 日り Install DVD 
または 

Red Hat Enterprise LinuK 5-2 Server {ぶり Imtall D 
Rtd Hat Enterprise Linus 己-三 Server{xB 6) Install D 
Rtd Hat En か 「 p ri 化 Li nux Server{ k 日 6)1 n なュ 1 1 D 
Red Hac Encerprist Linux S.2 Server{ kS 6} Imtall D 
Re-d Hat Ence-rprise Linux 5.2 Server{ k 日白 } In なュ II D 



[rCD/DVD からのインス I ル」を選択した場合] 

インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインス I -ールディスクをセツ 
卜し、 [0 K ] をクリックしてください。 

インストールディスクけ女目からファイルのコピーが行われます。 
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18. ドライブからディストリビューシヨンのインスI-ールディスク、 

「EXPRESS 巨 UILDERJDVD、 フ□ッピーディスクをすべて取り出し、 [0K] をク 
リックしてください。 

直^ 过 


© 


ドうイブから CD/DVD りロッピー；イスウをのり化してくだみ、。 


OK 


再起動を促すメッセージが表示されますので、[再起動]をクリックしてください。 


© 


システムを巧おお)します。 

「 □□ you have a . driver dijk ? J のパツセージが去 T ： されたらド&:]を 
巧し面面の巧示じないドライバ5=ィスウをぶ用して<_だか ■■u 
ぷ中 FYdu have multi pit.devices — I のッセージが去 T ； されも 


はザI r □ U h avt m u Iti p 1 1 devices - 

場合は 「 sdJ を還巧してくだみ、。 


「 [D がちつかりませんまもは 「CD NotFoundJ のパッセージ 
がち示されたら、 1 け目のインストール？イスウを巧入し [0K] を 
巧してくだみ 


19.再起動後、ドライバディスクの有無を確認するメッセージ（ "Do you have a 
driver disk?") が表示されます。 

[ Yes ] を押してください。 
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2日.フ□ッピーディスクドライブを指定するメッセージ （ "You have multiple 
devices ..") が表示されます。 

" sda " を選択し、 [0 K ] を押してください。 

21. ドライバディスクを要求するメッセージ （ Insert your driver into ..") が表示され 
ます。 

Linux 用ドライバディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、 [0 K ] を押して 
ください。 

22. 他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ （"Do you wish to load ..") 
が表示されます。 

[ No ] を押してください。 

23. Linux のインストールが開始されます。 

[「 A — ドディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインストールが進行します。 

[に D / DVD からのインス I ル」を選択した場合] 

メッセージ（ " CD が見つかりません。"または "CD Not Found ") が表示されますの 
で、インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインス I -ールディスクを 
セットし、 [0 K ] を押してください。 



手順10のパーティションの設をで「手動で設をする」を還ネ尺した場合は、インス 
トールの途中、パーティション設を画面が表示されますので、必要に応じ設を 
してくださし、。なお、「ハードディスクからのインストール」を選択してパー 
ティ ショ ンを手動で設をする場合、パーティション設を画面に Linux Recovery 
パーティション（約 5 GB ) (タイプ Wat ) が見えていますが、削除しないでくだ 
さい。手動パーティション設定:については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格 
納されているオンラインドキユメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 
インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


24. Linux のインストールを進めてくださし、。 


[ r 八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインストールが進行します。 

[rCD/DVD からのインス I -ール」を選択した場合] 

メッセージに従って、2枚目 W 降のインストールディスクを入れ替えてください。 
インストールの終了後、 「 EXPRESSBUILDERJDVD を要求するメッセージ （ "Please 
insert EXPRESSBUILDER Ver . 5. xx - xxx.xx disc"、"Press ENTER to continue .") が表 
示されますので、 「 EXPRESS 目 UILDERJDVD をセットし、正 NTER ] を押してください。 


25. アプリケーションがインス!-ールされます。 

アプリケーションのインス I -ール終了後、ディストリビューションの完了画面が表 
示されますので、 「 EXPRESS 目 UILDERJDVD (セットしている場合のみ)を取り化し、 
[再起動]を押してください。 

26. 再起動後、 Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報につい 
て」を参照し、必要に応じて設定を行ってください。 


上で、シームレスセットアップは完了です。 
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Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために BTO (工場 
組み込み化荷）時と異なる設をで再セットアップを行う場合は、 rEXPRESSBUILDERJ DVD 
に格納されているオンラインド羊ュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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